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‭　メカニカルな動きは古くから物理学の基礎として研究されているが、近年の物質科学やナ‬

‭ノテクノロジーの発展によって、微小なメカニクスの物理の探求が注目されてきている。と‬

‭いうのも、メカニカルな自由度をダウンサイジングすることによって、これを物質科学で中‬

‭心的な役割を果たす素励起の波長と‬‭comparable‬‭にできるためである。例えば、光とメカニク‬

‭スの物理を探求する‬‭opto-mechanics [1]‬‭なる分野や、磁気とメカニクスの物理を探求する‬

‭magno-mechanics [2]‬‭なる分野が発展してきており、次世代の情報キャリアとして期待される‬

‭フォトンやマグノンを制御する新たな立役者としてメカニカルな自由度が注目されている。‬

‭　本講演では、私自身の理論研究から、メカニカルな動きが絡んだ電磁気現象についての最‬

‭近の研究成果を二つ紹介する。‬

‭1.‬ ‭光照射によるメカニカルなねじれ振動‬‭[3]‬

‭光学異方性を示す媒質を封入した光共振器のねじれ運動と電磁応答を弾性理論と量‬

‭子光学の手法を併せて解析することで、光とねじれ運動の相互作用の機構を明らか‬

‭にする。また、この相互作用を通じて、レーザー光照射によって光共振器がねじれ‬

‭運動することを示す。‬

‭2.‬ ‭相対運動する磁性体間におけるスピン輸送現象‬‭[4]‬

‭二つの磁性体をすれ違うように運動させる系を解析し、一方の磁性体から他方への‬

‭スピンの輸送現象が発生することを示す。相対運動が素励起のスペクトルやポピュ‬

‭レーションに与える影響を解析し、二つの磁性体の間にアンバランスが生じ、スピ‬

‭ン輸送が駆動されることを示す。‬

‭　これらの研究をするにあたって、日本国外の環境に身を置き、様々な研究者と連携して研‬

‭究を進める経験を得られた。その一連の経験を通した学びについても紹介する。‬
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